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研究成果の概要（和文）：　本研究では、鎌倉時代の文殊菩薩の彫刻作例の研究を通じて、尊像形式や図像表現
の伝播の様相を明らかにした。とくに鎌倉時代後期に奈良・西大寺の集団において文殊信仰が隆盛していたこと
から、西大寺系の文殊菩薩造像に着目して研究を進めた。その結果、日本の南都（現在の奈良）において文殊菩
薩像の尊像形式や図像表現が継承されていく過程のなかで、西大寺系の文殊信仰や造像活動が果たした役割の大
きさを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research showed the spread of the form of group image and the 
iconography through the research of Manjusri statues in Kamakura period. In late Kamakura period, 
the faith in Manjusri rose by the cult of Saidaiji temple, Nara, for that reason, focused on the 
Manjusri statues made by the cult of Saidaiji temple. As a result, I showed the importance of the 
cult of Saidaiji, in the process of the development that the form of group image and the iconography
 of Manjusri.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　仏教尊像の姿には一定の規則があり、尊像形式や図像表現の継承には文字資料や図画資料などの情報が用いら
れる。しかし実際にはそれだけではなく、継承されていく過程のなかで、時代ごとの傾向や地域・国ごとの傾
向、人々の解釈などを受けて造像されるのである。本研究は、仏教尊像の造像活動という具体的事例を通じて、
鎌倉時代の人々の宗教活動における時代や地域などの重要性を示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 鎌倉時代の南都（現在の奈良）における文殊菩薩の彫刻作例を対象とする従来の研究では、こ
れまで主に二つの視点からの考察が主流であった。すなわち、中国の宋時代の図像の受容、奈良・
西大寺系の文殊菩薩作例、である。しかし、鎌倉時代全体を通じた文殊菩薩造像を包括的に考察
するためには、これらの繋がりについて研究し、さらに造像作例の展開を明らかにする必要があ
る。 
本研究の成果によって、西大寺系の文殊菩薩造像の実態を明らかにし、ひいては鎌倉時代の南
都における文殊菩薩の信仰と造像の様相を明らかにすることが出来る。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、鎌倉時代の文殊菩薩の彫刻作例を対象とし、その信仰背景や図像表現の伝播の
様相を明らかにすることを目的とする。 
 
(2) 中国に端を発する文殊菩薩を中心とした群像形式は日本にも受容されたが、日本の現存作
例のほとんどは五尊形式である。平安時代後期は現在の東北地方に作例が確認できるが、鎌倉時
代以降は奈良で流行したことが現存作例から知られる。現存作例の比較・研究を行なうことで、
尊像形式や図像表現などの継承の有り様を明らかにすることができる。 
 
(3) 奈良時代創建の西大寺は、鎌倉時代に叡尊によって中興され、その信仰の中心のひとつは
文殊信仰であった。そのため、西大寺に関する彫刻や絵画などの作例が数多く知られている。そ
れらを対象とした研究では、西大寺が所在する奈良近辺が主である。しかし鎌倉時代以降、西大
寺が巨大な勢力を持ち得たのは全国規模で展開したためである。そこには必然的に尊像形式や
図像表現などの伝播も想定される。  
本研究では、西大寺が奈良に留まらず全国に勢力をもったという歴史的事実を鑑み、奈良の地
以外に所在する作例も対象とする。また、歴史学の研究蓄積を援用することで、美術史学の従来
の研究に新しい視点を加えることができる。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では、鎌倉時代に造像された文殊菩薩の彫刻作例を対象とする。とくに、奈良の地
域に所在する文殊菩薩像や末寺を含む西大寺系によって造像された文殊菩薩像を対象とするこ
とで、鎌倉時代当時における時代性や地域性の特徴を確認することができる。さらに対象となる
作例の尊像形式や図像表現を比較して共通点や相違点を抽出し、展開の位置づけを行なう。 
 
(2) 作例に関連する文献資料を点検する。仏教経典やその注釈書から文殊菩薩像の姿の規則を
整理し、鎌倉時代の国史、古記録、日記、社寺文書などを調べ、尊像形式や図像表現の形成・成
立および継承・発展の背景を探ることとする。 
 
 
４．研究成果 
(1) 本研究は、鎌倉時代の文殊菩薩の彫刻作例を対象とし、尊像形式や図像表現の伝播の様相
を明らかにすることを目的とした。とくに鎌倉時代後期においては西大寺系の集団の存在は大
きく、西大寺系の文殊信仰にもとづく造像作例に着目しつつ、研究を進めた。鎌倉時代の文殊菩
薩像の展開の様相と、そこにおける西大寺系の造像活動の意義について研究した。 
 
(2) 文殊菩薩を中尊として脇侍が付き従う群像形式は、中国に端を発し、その後、日本でも受
容されていった。日本の彫刻作例のほとんどは五尊形式で、現存作例が南都に集中している。 
日本の神と仏教の仏とを同一にみなす神仏習合と文殊五尊像が結び付いた作例を検討し、中
国から受容した仏教の尊像形式が日本的な展開を遂げたことを指摘し得た。 
また、鎌倉時代後期には西大寺系の文殊五尊像の造像作例が認められることを確認し、日本に
おける文殊五尊像の展開に西大寺系の文殊信仰や造像活動が果たした役割の大きさを明らかに
した。 
 中国で形成された文殊菩薩の群像形式は、日本では主に五尊形式という選択的な受容がなさ
れ、神仏習合と仏教の尊像形式とが結び付くという日本的な展開や、西大寺系の造像活動による
継承が行なわれていたことを確認した。すなわち、本研究では、文殊五尊像の尊像形式や図像表
現の形成と展開についての研究を通じて、仏教彫刻の「かたち」の伝播と継承の具体的な様相を
明らかにした。 
 



(3) 西大寺系による文殊菩薩像の造像作例を対象とし、奈良周辺および各地の末寺所在の作例
の比較をした。それにより、西大寺系のなかで重視された文殊菩薩の形姿や図像表現を見出し、
それらの伝播・継承の様相を確認した。 
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